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◎
労
働
判
例
速
報
◎
令
四
（
ネ
）
第
三
八
三
号
・
六
二
〇
号
未
払
賃
金
等
請
求
控
訴
、
同
附
帯
控
訴
事
件

バ
ス
乗
務
員
待
機
時
間
の
法
的
性
質

―
さ
せ
ぼ
バ
ス
事
件
・
福
岡
高
判
令
五
・
三
・
九
労
働
判
例
一
三
〇
〇
号
五
頁

中
内　
哲　
熊
本
大
学
教
授

長
崎
県
佐
世
保
市
で
路
線
バ
ス
を

運
行
す
る
Ｙ
会
社
（
被
告
、
控
訴

人
・
附
帯
被
控
訴
人
）
の
バ
ス
乗
務
員
は
、
出
発
時
刻

や
休
憩
時
間
等
を
同
社
が
分
単
位
で
定
め
た
﹁
運
転

表
﹂
に
も
と
づ
き
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

　

路
線
の
始
発
（
終
点
）
と
な
る
バ
ス
停
で
は
、
運
行

上
、
到
着
と
発
車
の
予
定
時
刻
の
間
隔
を
空
け
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
運
転
表
で
は
右
両
時
刻
の
間
に
﹁
待
機

時
間
﹂
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
待
機
時
間
に
バ
ス
を
待

機
さ
せ
る
折
り
返
し
待
機
場
所
と
始
発
バ
ス
停
と
が
異

な
る
一
二
箇
所
で
は
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
三

月
末
ま
で
、
労
使
合
意
に
も
と
づ
き
、
待
機
時
間
か
ら

﹁
折
り
返
し
調
整
時
間
﹂（
原
則
五
分
間
。
労
働
時
間
と

取
扱
い
）
を
控
除
し
一
〇
分
以
上
の
時
間
が
あ
る
場
合
、

当
該
時
間
（
以
下
、
本
件
待
機
時
間
）
は
休
憩
時
間
と

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
遅
く
と
も
二
〇
一
七
（
平
成

二
九
）
年
度
か
ら
は
、
本
件
待
機
時
間
は
、
す
べ
て
労

働
時
間
と
し
て
扱
う
よ
う
変
更
さ
れ
た
。

　

Ｙ
会
社
の
バ
ス
乗
務
員
で
あ
る
Ｘ
ら
一
六
名
（
原
告
、

被
控
訴
人
・
附
帯
控
訴
人
）
は
、
本
件
待
機
時
間
が
労

基
法
上
の
労
働
時
間
に
あ
た
る
と
主
張
し
、
二
〇
一
五

（
平
成
二
七
）
年
八
月
~
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年

八
月
ま
で
の
当
該
時
間
分
に
関
す
る
未
払
賃
金
額
等
を

請
求
す
る
本
件
訴
訟
を
提
起
し
た
（
他
に
多
数
の
争
点

あ
り
）。

　

原
審
（
長
崎
地
佐
世
保
支
判
令
四
・
三
・
二
三
労
働

判
例
一
三
〇
〇
号
一
二
頁
）
は
、
右
一
二
箇
所
の
う
ち

一
箇
所
に
つ
い
て
、
本
件
待
機
時
間
が
同
法
上
の
労
働

時
間
に
あ
た
る
と
判
断
し
Ｘ
ら
の
請
求
の
一
部
を
認
容

し
た
た
め
、
Ｘ
ら
・
Ｙ
会
社
双
方
が
控
訴
（
な
お
、
最

二
小
決
令
五
・
九
・
一
判
例
集
未
登
載
に
よ
り
、
本
判

決
は
確
定
）。控

訴
・
附
帯
控
訴
と
も
棄
却
。

⑴　
﹁
当
裁
判
所
も
、
Ｘ
ら
の
請
求
は
、
原

判
決
…
…
﹇
が
認
容
し
た
﹈
限
度
で
理
由
が
あ
る
と
判

断
す
る
。﹂（
以
下
は
、
本
判
決
が
付
加
的
に
示
し
た
判

旨
⑸
の
前
半
を
除
き
、
原
判
決
の
引
用
で
あ
る
）。

⑵　

労
働
者
が
実
作
業
に
従
事
し
て
い
な
い
時
間
（
不

活
動
時
間
）
が
、
労
基
法
上
の
﹁
労
働
時
間
に
該
当
す

る
か
否
か
は
、
労
働
者
が
…
…
﹇
当
該
﹈
時
間
に
…
…

使
用
者
の
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
て
い
た
…
…
と
評
価

で
き
る
か
否
か
に
よ
り
客
観
的
に
定
ま
る
﹂。
不
活
動

時
間
は
、﹁
労
働
者
が
実
作
業
に
従
事
し
て
い
な
い
と

い
う
だ
け
で
は
、
使
用
者
の
指
揮
命
令
下
か
ら
離
脱
し

て
い
る
﹂
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

⑶　

つ
ま
り
、
当
該
時
間
は
、
労
働
者
が
﹁
労
働
か

ら
の
解
放
を
保
障
さ
れ
て
い
な
い
場
合
﹂、
あ
る
い
は
、

﹁
労
働
者
に
労
働
契
約
上
の
役
務
の
提
供
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
場
合
に
は
﹂、﹁
使
用
者
の

指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
て
い
る
﹂
同
法
上
の
労
働
時
間

と
解
さ
れ
る
（
三
菱
重
工
長
崎
造
船
所
事
件
・
最
一
小

判
平
一
二
・
三
・
九
民
集
五
四
巻
三
号
八
〇
一
頁
、
大

星
ビ
ル
管
理
事
件
・
最
一
小
判
平
一
四
・
二
・
二
八
民

集
五
六
巻
二
号
三
六
一
頁
、
大
林
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

事
件
・
最
二
小
判
平
一
九
・
一
〇
一
九
民
集
六
一
巻
七

号
二
五
五
五
頁
を
引
用
）。

⑷　

折
り
返
し
待
機
場
所
と
始
発
バ
ス
停
と
の
位
置
が

異
な
り
乗
客
対
応
に
従
事
す
る
必
要
が
な
い
一
二
箇
所

に
つ
い
て
、﹁
バ
ス
付
近
で
待
機
す
る
必
要
が
あ
っ
た

等
の
事
情
が
な
け
れ
ば
、
Ｘ
ら
は
労
働
か
ら
の
解
放
が

保
障
さ
れ
て
い
た
と
い
﹂
え
る
。

⑸　

当
該
箇
所
の
う
ち
一
箇
所
で
は
、
時
間
帯
に
か
か

わ
ら
ず
、
バ
ス
を
移
動
さ
せ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
、
Ｘ

ら
は
労
働
か
ら
の
解
放
を
保
障
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え

ず
、
本
件
待
機
時
間
は
、
労
基
法
上
の
労
働
時
間
と
解

さ
れ
る
。

　

他
の
一
一
箇
所
で
は
、
バ
ス
付
近
で
待
機
す
る
必
要

が
あ
っ
た
等
の
事
情
は
認
め
ら
れ
ず
、
Ｘ
ら
は
﹁
労
働

か
ら
の
解
放
を
保
障
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え
な

い
﹂
等
か
ら
、
本
件
待
機
時
間
は
、
同
法
上
の
労
働
時

間
に
該
当
し
な
い
。

Ⅰ　

バ
ス
乗
務
員
待
機
時
間
の
法
的
性
質

（
労
基
法
上
の
労
働
時
間
（
三
二
条
）・
休

憩
時
間
（
三
四
条
）、
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
？
）
は
、

事
実
の
概
要

判
旨

検
討
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こ
れ
ま
で
も
争
わ
れ
て
き
た
。
近
時
の
北
九
州
市
交
通

局
事
件
・
福
岡
高
判
令
二
・
九
・
一
七
労
働
経
済
判
例

速
報
二
四
三
五
号
三
頁
は
、
判
旨
⑶
同
様
、
前
掲
三
つ

の
最
高
裁
判
決
を
引
用
し
、
当
該
待
機
時
間
を
﹁
不
活

動
時
間
﹂
と
捉
え
、﹃
労
働
者
の
労
働
か
ら
の
解
放
の

保
障
﹄﹃
労
働
者
に
対
す
る
労
働
契
約
上
の
役
務
提
供

の
義
務
づ
け
﹄
を
要
件
に
、
休
憩
時
間
か
労
働
時
間
か

を
同
定
す
る
旨
述
べ
た
原
判
決
（
福
岡
地
判
令
元
・
九

・
三
〇
労
働
経
済
判
例
速
報
同
号
一
一
頁
）
を
受
容
し

た
。
こ
れ
に
先
立
つ
南
海
バ
ス
事
件
・
大
阪
高
判
平
二

九
・
九
・
二
六
労
働
経
済
判
例
速
報
二
三
五
一
号
三
頁

も
、
最
判
の
引
用
は
な
い
も
の
の
、
右
の
枠
組
み
で
判

断
を
下
し
た
原
判
決
（
大
阪
地
判
平
二
九
・
三
・
二
四

労
働
経
済
判
例
速
報
同
号
六
頁
）
を
支
持
す
る
。
こ
れ

ら
高
裁
二
判
決
と
も
最
高
裁
で
確
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
（
北
九
州
市
交
通
局
事
件
・
最
二
小
決
令
三

・
三
・
一
九
判
例
集
未
登
載
、
南
海
バ
ス
事
件
・
最
三

小
決
平
三
〇
・
四
・
一
七
労
働
経
済
判
例
速
報
二
三
五

一
号
六
頁
）、
本
判
決
（
お
よ
び
、
最
高
裁
決
定
に
よ

る
そ
の
確
定
）
に
よ
り
、
バ
ス
乗
務
員
待
機
時
間
に
関

し
て
は
、
仮
眠
時
間
等
い
わ
ゆ
る
不
活
動
時
間
に
関
す

る
前
掲
三
事
件
の
最
判
を
援
用
し
た
右
枠
組
み
で
性
質

決
定
す
る
、
と
の
司
法
審
査
法
理
が
確
立
さ
れ
た
と
把

握
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

Ⅱ　

本
判
決
は
、
一
般
論
で
、
労
働
者
が
実
作
業
に
従

事
し
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
、
使
用
者
の
指
揮
命

令
下
か
ら
離
脱
し
て
お
ら
ず
（
判
旨
⑵
）、
労
働
か
ら

の
解
放
を
保
障
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
不
活
動
時
間
は

労
基
法
上
の
労
働
時
間
と
把
握
さ
れ
る
旨
（
判
旨
⑶
）、

説
示
し
た
。

　

本
件
と
の
関
係
で
こ
れ
を
敷
衍
す
る
と
、
Ｘ
ら
が
実

作
業
に
従
事
し
て
い
な
い
本
件
待
機
時
間
は
、
ひ
と
ま

ず
、
Ｙ
会
社
の
指
揮
命
令
下
に
あ
る
同
法
上
の
労
働
時

間
と
推
定
さ
れ
、﹁
労
働
か
ら
の
解
放
の
保
障
﹂
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
推
定
が
覆
り
休
憩
時
間

へ
と
評
価
が
転
換
さ
れ
る
、
と
い
う
規
範
と
し
て
機
能

す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
一
一
の
折
り
返

し
待
機
場
所
で
Ｘ
ら
の
主
張
を
斥
け
た
本
判
決
は
、
Ｙ

会
社
側
の
立
証
（
反
証
）
に
も
と
づ
き
﹁
Ｘ
ら
の
労
働

か
ら
の
解
放
﹂
を
裏
打
ち
で
き
る
だ
け
の
充
分
な
認
定

事
実
を
積
極
的
に
示
す
必
要
に
迫
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
乗
客
対
応
の
必
要
性
が
な
い
点
（
判
旨

⑷
）
以
外
に
は
、
折
り
返
し
待
機
場
所
と
始
発
バ
ス
停

と
の
距
離
、
バ
ス
の
待
機
ス
ペ
ー
ス
数
や
そ
の
形
状

等
、
限
ら
れ
た
事
実
は
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
本

件
待
機
時
間
に
お
け
る
Ｘ
ら
の
当
該
解
放
を
根
拠
づ
け

る
重
厚
な
認
定
事
実
は
確
認
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
本

判
決
は
、﹁
バ
ス
付
近
で
待
機
す
る
必
要
が
あ
っ
た
等

の
事
情
﹂
の
立
証
を
Ｘ
ら
に
課
し
（
同
判
旨
）、
右
一

一
箇
所
の
う
ち
六
箇
所
で
は
、
そ
の
事
情
が
実
質
的
に

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
（
こ
の
判
示
は
、
Ｘ

ら
に
﹁
労
働
契
約
上
の
役
務
の
提
供
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
﹂
こ
と
（
判
旨
⑶
）
の
否
定
を
も
意
図
し
た

の
か
？
）、
残
る
五
箇
所
に
つ
き
、
Ｘ
ら
が
﹁
労
働
か

ら
の
解
放
を
保
障
さ
れ
て
い
た
﹂、
で
は
な
く
、
そ
の

﹁
解
放
を
保
障
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
﹂

こ
と
を
理
由
に
（
波
線
は
筆
者
）、
本
件
待
機
時
間
の

労
働
時
間
性
を
否
定
し
た
（
判
旨
⑸
。
労
働
判
例
一
三

〇
〇
号
二
二
頁
以
下
）。

　

筆
者
に
は
、
こ
う
し
た
当
て
は
め
は
、
一
般
論
と
の

整
合
性
を
欠
い
て
い
る
と
映
る
と
と
も
に
、
本
件
待
機

時
間
に
お
け
る
Ｘ
ら
の
右
解
放
度
が
、
具
体
的
に
事
実

認
定
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
労
基
法
上
の
労
働
時
間
性

を
肯
定
す
べ
き
折
り
返
し
待
機
場
所
は
、
本
判
決
が
認

め
た
一
箇
所
に
限
ら
れ
な
い
、
と
考
え
る
。

Ⅲ　

本
判
決
は
じ
め
裁
判
所
は
、
バ
ス
乗
務
員
待
機

時
間
を
不
活
動
時
間
と
み
る
が
（
右
Ⅰ
Ⅱ
）、
筆
者
は
、

運
行
業
務
と
運
行
業
務
と
の
間
に
設
け
ら
れ
る
比
較
的

短
い
時
間
で
、
次
の
運
行
に
向
け
た
準
備
行
為
等
が
含

ま
れ
る
だ
け
に
（
前
掲
・
三
菱
重
工
長
崎
造
船
所
事
件

最
判
）、﹁
使
用
者
の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
は
即
時
に

業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
お
り
労
働
か
ら

離
れ
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
待
機
等
し

て
い
る
時
間
﹂（
厚
労
省
労
働
基
準
局
編
﹃
令
和
三
年

版　

労
働
基
準
法
（
上
）﹄（
労
務
行
政
、
二
〇
二
二

年
）
四
八
五
頁
。
医
療
法
人
社
団
Ｅ
会
事
件
・
東
京
地

判
平
二
九
・
六
・
三
〇
労
働
判
例
一
一
六
六
号
二
三
頁

等
も
参
照
）
と
紹
介
さ
れ
る
﹁
手
待
時
間
﹂
と
基
本
的

に
捉
え
た
い
（
水
町
勇
一
郎
﹃
詳
解　

労
働
法
︹
第
三

版
︺﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
三
年
）
六
九
七
頁

以
下
も
同
じ
視
角
か
）。

　

こ
の
よ
う
に
解
し
た
ほ
う
が
、
右
で
検
討
し
て
き
た

判
例
法
理
に
比
し
て
、
①
当
該
待
機
時
間
に
関
す
る
労

働
時
間
該
当
性
の
原
則
肯
定
、
②
バ
ス
乗
務
員
の
﹁
労

働
か
ら
の
解
放
﹂
を
要
件
と
す
る
休
憩
時
間
へ
の
例

外
的
転
換
（
使
用
者
側
に
よ
る
立
証
責
任
の
明
確
化
）、

と
い
う
性
質
決
定
の
判
断
枠
組
み
を
、
よ
り
鮮
明
化
で

き
よ
う
。

（
な
か
う
ち　

さ
と
し
）


